
２０１６（平成２８年）．９． 1/No.１１５９ 月２回（１日・１５日）発行

http://www.city.higashiyamato.lg.jp/東大和市ホームページアドレス

東やまと市報 
HIGASHIYAMATO

東やまと市報 
HIGASHIYAMATO

発行／東大和市　編集／企画財政部秘書広報課（〒２０７-８５８５）東大和市中央３ � ９３０　�０４２－ ５６３－ ２１１１（市役所代表）　ファクス０４２－ ５６３－ ５９３２

章 市 

今号の主な記事

総合防災訓練  …………………………2面
スイーツウォーキング参加者募集  …3面
トレジャーハンティング参加者募集  …4面
ちょこバスのダイヤ改正  ……………5面
給付金の申請受付開始  ………………6面
小規模保育施設が開園  ………………7面
情報マップ・児童館だより  ……8・9面

〈人口と世帯 / 28.8.1現在〉

前月比内外国人
住 民 数

住 民 基本台帳
（外国人住民数を含む）

50人減（　402人）42,438人男
13人減（　674人）43,524人女
63人減（1,076人）85,962人計

38,209世帯世帯
7月の出生者数（外国人住民数を含む）男29人  女33人

「東大和市総合福祉センター は～とふる」は、民設民営方式により、社会福祉法人友遊会が管理・運営を行います。利用方法、開所時間等詳細は、今号に
折り込みのご案内をご覧ください。お問合せは、同センター開設準備室� 070-3986-7887 （祝日を除く平日の午前 9時～午後 5時）または東大和市役所
福祉推進課� 042-563-2111 ・内線 1134 まで。

東大和市総合福祉センター

　は～とふる
平成 28年 10月 1日、玉川上水駅近くに、「東大和市総合福祉センター 
は～とふる」が開設します。
名前の由来は、「心と心が通いあう、あたたかい心のこもった施設」。
市民の皆さんからの公募により名付けられました。
東大和市に生まれた地域福祉の拠点を、どうぞご利用ください。

総 合 
相 談 

福 祉 
事 業 

地 域 
交 流 

■事業の内容 

障害棟 1階 
障害者相談支援事業所 
障害者就労生活支援センター 
情報交換コーナー 

特養棟 1～4階 特別養護老人ホーム（60床） 

障害棟 

1～3階 
就労継続支援B（44名） 
就労移行支援（6名） 
生活介護（50名） 
地域活動支援センター 
日中一時支援 
短期入所（2名） 
宿泊型自立訓練（14名） 
通所型自立訓練（10名） 

2～3階 
2階 

3～4階 

3～4階 

障害棟 
1階 喫茶、売店 
2階 多目的集会室 

屋外スペース 園芸 

 玉川上水駅 西武拝島線 

スーパー 

レストラン コンビニ 

桜が丘市民 
センター 

東大和市 

は～とふる 
総合福祉センター 

東大和市ロンドみんなの体育館 

■所在地　東大和市桜が丘2-53-6

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
 

▲屋上菜園▲障害棟 1階の受付。喫茶、売店もあります ▲地域活動支援センター
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■
平
成　

年
度
東
大
和
市
総
合

２８

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

９
月
４
日
豸
に
、
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

初
期
消
火
訓
練
や
炊
出
し
訓

練
な
ど
の
市
民
参
加
型
訓
練
や

総
合
演
習
を
実
施
し
ま
す
。
動

き
や
す
い
服
装
、
水
分
等
持
参

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
４
日
豸
午
前
９

時
〜
正
午

▽
場
所　

市
立
第
一
中
学
校

〔
臨
時
駐
車
場：

市
立
第
一
小

学
校
校
庭
（
台
数
制
限
有
）〕

▽
訓
練
内
容

①
市
民
参
加
型
訓
練
（
初
期
消

火
訓
練
、
救
出
・
救
助
訓
練
、

応
急
救
護
訓
練
、
避
難
所
体
験

訓
練
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
取

扱
訓
練
、
応
急
給
水
キ
ッ
ト
取

扱
訓
練
、
煙
体
験
訓
練
、
炊
き

出
し
訓
練
等
）

②
各
種
体
験
・
展
示
〔
車
両
展

示
・
制
服
着
用
体
験
（
警
察
・

消
防
・
自
衛
隊
等
）、
備
蓄
食
料

試
食
等
〕

③
市
及
び
関
係
機
関
に
よ
る
実

動
訓
練
（
災
害
時
要
配
慮
者
対

応
訓
練
、
応
急
給
水
訓
練
、
被

災
建
物
の
応
急
危
険
度
判
定
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
等
）

④
総
合
演
習
（
地
震
に
よ
り
建

物
倒
壊
や
火
災
、
交
通
事
故
が

起
こ
り
、
多
数
の
怪
我
人
が
発

生
し
た
と
想
定
し
、
関
係
団
体

が
一
致
団
結
し
消
火
、
救
助
活

守
る
」
と
い
う
「
共
助
」
の
意

識
を
共
有
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
協
力
し
て
助
け
合
い
、
地
震

に
よ
る
火
災
な
ど
の
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
援
護
が
必
要
と
な
る

方
を
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
で

協
力
し
て
気
遣
う
な
ど
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
協
力
体
制
づ

く
り
を
進
め
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

立
川
防
災
館
（
立
川
市
泉
町

１
１
５
６
―
１
、
�　

―　

―

０４２

５２１

１
１
１
９
）
で
は
、
各
種
体
験

（
地
震
、
煙
、
消
火
、
応
急
救

護
等
）
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

急
訓
練
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
設

置
し
て
い
る
ラ
ッ
ク
ま
た
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
自
治
会
活

動
参
加
レ
ポ
ー
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

動
、
医
療
活
動
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
復
旧
作
業
等
を
実
施
し
ま
す
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
体
育
館
に

お
い
て
市
民
参
加
型
訓
練
の
み

午
前
９
時
〜　

時　

分
に
実
施

１０

４５

し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
午
前
８

時
に
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
防
災
一
斉
行
動
（
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
）
訓
練
に
ご
参
加
を

　

午
前
８
時　

分
、
市
内
一
斉

３０

に
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、
地

震
が
発
生
し
た
旨
の
訓
練
放
送

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
訓
練

放
送
を
受
け
、
机
や
テ
ー
ブ
ル

の
下
に
隠
れ
る
な
ど
身
体
防
護

行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

放
送
後
、
ご
自
宅
や
自
治
会

で
定
め
た
集
合
場
所
か
ら
訓
練

会
場
の
市
立
第
一
中
学
校
へ
避

難
し
、
総
合
防
災
訓
練
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
地
域
で
防
災
訓
練
を
実
施
す

る
場
合

　

自
治
会
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
等
で
防
災
訓
練
を
実
施
す

る
際
は
、
防
災
安
全
課
ま
で
訓

練
計
画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
訓
練
中
に
怪
我
等
を
し
た
場

合
、
市
で
加
入
し
て
い
る
保
険

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

防
災
安
全
課

（
市
役
所
３
階
）
に
て
所
定
の

訓
練
計
画
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
訓
練
に
関
す
る
チ
ラ

シ
等
が
あ
る
場
合
は
、
併
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

各家庭で災害に備えましょう  
◎ 家 庭 の 防 災 会 議  

　毎月 1回、家族で話し合いましょう  

・家の中で安全な場所　　・・応急手当の知識  

・消火器具の置き場所　　・・火気器具などの安全点検  

・避難場所と避難経路　　・・家族の役割分担  

・家族間の連絡方法と集合場所  

・非常用持出品の点検と持出袋の置き場所  
　  

◎ 食 料 の 備 蓄  

　災害はいつ起こるかわかりません。いざという時に  

備え、各家庭で 3日分以上の食料を備蓄しましょう。  

　　　　　　　　問合せ　防災安全課・内線 1 3 5 2 まで  

　

近
い
将
来
に
発
生
が
予
想
さ

れ
て
い
る
首
都
直
下
地
震
に
備

え
、「
自
ら
の
生
命
は
自
ら
が
守

る
」
と
い
う
「
自
助
」
の
意
識

の
も
と
、
防
火
防
災
訓
練
等
に

積
極
的
に
参
加
し
て
防
災
行
動

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
家
具

類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止

対
策
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、

身
の
安
全
を
最
優
先
と
し
た
地

震
発
生
時
の
適
切
な
行
動
を
定

着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

自助・共助で防災を 
8/30～9/5は防災週間 

9/1は防災の日 

　

平
成　

年
中
の
東
京
消
防
庁

２７

管
内
の
救
急
出
場
件
数
は
、
七

五
万
九
、
八
〇
二
件
で
前
年
に

比
べ
二
、
二
四
八
件
増
加
し
ま

し
た
。　

秒
に
１
回
の
出
場
頻

４２

度
で
す
。
し
か
し
、
救
急
車
で

搬
送
さ
れ
た
方
の
約　

パ
ー
セ

５４

ン
ト
が
、
医
師
の
診
察
で
軽
傷

と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
病
院
へ
行
く
か
、
救

急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
に

は
「
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ

ン
タ
ー
�
＃
７
１
１
９
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
救
急
相
談
医

療
チ
ー
ム
（
医
師
や
看
護
師
、

救
急
隊
経
験
者
等
の
職
員
）
が

　

時
間
・
年
中
無
休
で
対
応
し

２４て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
京
版
救
急
受
診
ガ

イ
ド
」
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

東
京
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
、
主
な　

の
症

１９

状
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

く
と
、
病
気
や
け
が
の
緊
急
度

な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

確
認
で
き
ま
す
。

　

「
救
え
る
命
」を
救
う
た
め
に
、

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

救急車の適切な 
　　利用にご協力を 
9/4～10は救急医療週間 
9/9は救急の日 

　

南
街
・
桜
が
丘
地
域
防
災
協

議
会
は
、
第
二
小
学
校
・
第
二

中
学
校
の
学
区
域
を
中
心
と
し

た
地
区
の
自
治
会
等
で
組
織
さ

れ
た
、
地
域
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
の
防
災
訓
練
や
地
域
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

７
月
４
日
、
第
二
小
学
校
・

第
二
中
学
校
に
お
い
て
、
防
災

倉
庫
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る
品
物

の
確
認
や
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
組
立
訓
練
な
ど
を
行
う

「
防
災
倉
庫
開
錠
訓
練
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
防
災
倉
庫
開
錠

訓
練
の
他
に
も
、
救
命
救
急
訓

練
や
市
内
各
種
団
体
と
連
携
し

た
防
災
訓
練
等
、
活
発
に
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
に
行
い
ま
し
た
救
命
救

防
災
訓
練
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す

　
〜
南
街
・
桜
が
丘
地
域
防
災
協
議
会
〜

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
 

　
　
　
　
　
　
防
災
行
動
力
を
身
に
付
け
よ
う
！

防
災
で
 

　
守
る
地
域
と
 

　
　
み
ん
な
の
笑
顔

防災標語 

大
切
な
 

　
命
を
救
う
 

　
　
そ
の
勇
気
 

救急標語 

▲マンホールトイレの設置訓練をする参加者

　

消
防
団
員
は
、
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
、「
わ
が
街
を
災
害
か
ら

守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
も
と
、

火
災
、
風
水
害
、
震
災
等
の
災

害
対
応
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
幅
広
い

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
大
和
市
消
防
団
で
は
、
市

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
共
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
地

域
に
最
も
身
近
な
防
災
機
関
で

あ
る
「
消
防
団
」
に
入
団
し
て

災
害
に
備
え
、
わ
が
街
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

▽
入
団
資
格　

市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
で
、　

歳
以
上　

歳
未

１８

６０

満
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方
。

男
女
の
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
入
団
後
の
待
遇

①
報
酬
（
年
額
）
及
び
手
当
支

給
、
公
務
災
害
補
償
制
度
有
り

②
活
動
に
必
要
な
被
服
の
貸
与

有
り

※
男
性
団
員
の
場
合
は
、
担
当

地
域
の
分
団
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

あなたに、できること。 

消防団員募集中 

▲倒壊家屋からの救出訓練　　　　　　　　　　▲車両からの救出訓練 

▲消火器での初期消火訓練　　　　　　　　　　▲警視庁の災害対策用オフロード白バイ 

平成 28年第 3回市議会定例会を 9月 6日から 27日まで開催します 詳細な日程等については、議会事務局までお問合せください
／問合せ　議会事務局・内線 2002 まで
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▽
内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
と
講
話

▽
持
ち
物　

安
全
運
転
カ
ー
ド

ま
た
は
表
彰
講
習
カ
ー
ド

■
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

先
立
ち
、「
交
通
安
全
市
民
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

９
月　

日
貍
午
後
１

１７

時　

分
〜
４
時

３０
▽
場
所　

さ
く
ら
ホ
ー
ル
（
武

蔵
村
山
市
民
会
館
）

▽
内
容

�
第
一
部：

式
典

�
第
二
部：

交
通
安
全
教
室

�
第
三
部：

米
国
空
軍
太
平
洋

音
楽
隊
―
ア
ジ
ア
の
演
奏
／
交

通
少
年
団
に
よ
る
合
唱
／
歌
謡

シ
ョ
ー
（
瀬
口
侑
希
）

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
東
大

和
警
察
署
�　

―　

―
０
１
１

０４２

５６６

０
へ
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

写
真
付
き
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
る
他
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
住
民
票
の
写

し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
証

　

市
内
の
ス
イ
ー
ツ
取
扱
店
自

慢
の
一
品
を
食
べ
歩
き
す
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、
市
内
を
東

西
に
エ
リ
ア
分
け
し
、
２
回
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
お
店
と
指
定
の
場

所
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
同
時

開
催
し
、
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
た
方
に
は
完
歩
賞
を
贈

呈
し
ま
す
。

〈
西
コ
ー
ス
〉

▽
開
催
日　

９
月　

日
貍

２４

▽
申
込
開
始　

９
月
５
日
豺
午

前
８
時　

分
か
ら

３０

〈
東
コ
ー
ス
〉

▽
開
催
日　
　

月　

日
貍

１０

２２

▽
申
込
開
始　
　

月
３
日
豺
午

１０

前
８
時　

分
か
ら

３０

※
各
コ
ー
ス
の
参
加
店
舗
情
報

や
、
そ
の
他
の
詳
細
は
チ
ラ

シ
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
両
コ
ー
ス
共
通
事
項
〉

▽
申
込
資
格　
　

㎞
程
度
の
ウ

１０

ォ
ー
キ
ン
グ
が
出
来
る
方

▽
募
集
人
数　
　

人
（
申
込
順
）

３００

▽
申
込
方
法　

電
話

▽
参
加
費　
　

円
２００

▽
問
合
せ
・
申
込
み　

産
業
振

興
課
・
内
線
１
０
７
５
ま
で
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

▽
市
民
説
明
会　

①
９
月　

日
２３

貊
午
後
７
時
〜
９
時
、
②
９
月

　

日
貍
午
前　

時
〜
正
午
。
い

２４

１０

ず
れ
も
市
役
所
会
議
棟

▽
手
話
通
訳　

市
民
説
明
会
に

て
、
手
話
通
訳
者
を
希
望
す
る

方
は
、
９
月　

日
貂
ま
で
に
フ

１３

ァ
ク
ス（　

―　

―
５
９
３
２
）

０４２

５６３

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（k

ik
a
k
u

@
city
.h
ig
ash
iy
am
ato.lg

.

jp

）
に
よ
り
、
市
民
説
明
会
へ

の
出
席
と
、
手
話
通
訳
者
を
希

望
す
る
旨
を
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

マイナンバー 

カードの申請を 
　ご検討ください 

　

市
で
は
、
昭
和　

年
２
月
に

５１

「
公
共
下
水
道
事
業
」
に
着
手

し
て
以
来
、「
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
制
度
」
に
よ
り
建

設
費
の
一
部
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、
賦
課
区

域
内
の
全
て
の
土
地
に
賦
課
さ

れ
ま
す
が
、
農
地
は
徴
収
が
猶

予
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
を
転

用
し
て
宅
地
等
に
し
た
場
合
は
、

受
益
者
負
担
金
を
お
支
払
い
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
地

区
内
の
農
地
は
対
象
外
で
す
。

▽
負
担
金
額　

賦
課
対
象
面
積

に
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り　
３００

円
を
乗
じ
て
得
た
額

◎
９
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
納
付
月
で
す

　

９
月
は
、
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
第
２
期
分
の
納
付
月

で
す
。
納
期
限
の
９
月　

日
貊

３０

ま
で
に
、
納
入
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
等
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
下
水

道
課
・
内
線
１
２
３
１
ま
で
。

　

「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和

　

年
に
下
水
道
の
普
及
促
進
を

３６目
的
と
し
て
「
全
国
下
水
道
促

進
デ
ー
」
と
い
う
名
称
で
始
ま

り
ま
し
た
。
平
成　

年
に
旧
下

１３

水
道
法
の
制
定　

周
年
を
記
念

１００

し
て
、
現
在
の
「
下
水
道
の
日
」

に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
水
道
は
、
安
全
で
快
適
な

市
民
生
活
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、地
球
環
境
へ
の
貢
献
な
ど
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
重
要
な
施
設
で

あ
る
下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
５
日
豺
〜　

日
１２

豺
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。
日
曜

日
は
除
く
。

▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

農
地
を
転
用
し
た
土
地
の 

下
水
道
事
業 

　
　
　
受
益
者
負
担
金 

■
秋
の
交
通
安
全
運
転
者
講
習

会
　

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
悲

惨
な
交
通
事
故
の
減
少
を
図
る

目
的
で
「
秋
の
交
通
安
全
運
転

者
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
や
、

ル
ー
ル
を
守
れ
ば
防
げ
た
と
思

わ
れ
る
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
運
転
や
、
交
通
安

全
の
意
識
を
見
直
す
機
会
と
し

て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
期
日
・
場
所

①
９
月　

日
豺：

高
木
神
社
社

１２

務
所
、
②
９
月　

日
貂：

向
原

１３

市
民
セ
ン
タ
ー
、
③
９
月　

日
１４

貉：

蔵
敷
公
民
館

▽
時
間　

①
③
は
午
後
７
時
か

ら
、
②
は
午
後
２
時　

分
か
ら

３０

　

事
業
主
は
、
従
業
員
の
給
与

か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、

従
業
員
が
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
に
納
入
す
る
、「
特
別
徴
収
」

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
と
都
内
全　

市
区
町

６２

村
で
は
、
平
成　

年
度
よ
り
原

２９

則
と
し
て
全
て
の
事
業
主
を
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
特
別
徴
収
を
未
実

施
の
事
業
主
を
対
象
と
し
て
、

指
定
予
告
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。
特
別
徴
収
へ
の
自
主
的
な

切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
４
ま
で
。

事
業
主
の
方
へ 

住
民
税
の
特
別
徴
収
へ 

切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す 

　

公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
管
理
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
等
を
示
し
た
、
東
大

和
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
等
か
ら

意
見
を
募
集
す
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
及
び
市
民
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
意
見
提
出
・
閲
覧
等
期
限　

９
月　

日
貊

３０

▽
意
見
募
集
の
要
領
及
び
関
連

資
料
の
閲
覧
・
配
布
場
所　

企

画
課
（
市
役
所
４
階
）

や
さ
し
さ
が
　
走
る
こ
の
街
　
こ
の
道
路 

〜
9
月
２１
日
貉
〜
３０
日
貊
は
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
〜

9月10日は下水道の日 

日本下水道協会 
マスコットキャラクター 
スイスイ 

下水道パネル展を 
　　　　開催します 

従業員がお住まいの 
市区町村 

従業員 
（納税義務者） 

事業主 
（給与支払者） 

①給与支払報告書の提出 

③特別徴収税額の通知 

②税額の計算 

⑥住民税の納入 

④特別徴収税額の通知 

⑤給与から特別徴収 

特別徴収の流れ 
毎年5月に特別徴収義務者（事業主）あてに市区町村から特別徴収税額の通 
知を送付します。その税額を毎月の給与から天引きし、翌月10日までに従業 
員の方がお住まいの市区町村に納入していただきます。詳しくは、東京都の 
ホームページをご覧ください。 

6月～翌年5月まで毎月 

5月31日まで 

翌月10日まで 

5月31日まで 

1月31日まで 

忘れていませんか？市税等の納付 市・都民税（第 2期）、国民健康保険税（第 2期）は、納期限（8月 31日）が過ぎています。納
付がお済みでない場合は、至急納付をお願いします／問合せ　納税課・内線 1041 まで

明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
、
大
変
便
利
で
す
。
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
写
真
の
用
意

が
難
し
い
方
を
対
象
に
９
月　
３０

日
貊
ま
で
、
市
民
課
で
写
真
撮

影
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
（
平

日
の
み
・
要
予
約
）。
詳
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�　

―　

―

０４２

５１６

９
３
０
１
ま
で
。

パ
ブ
リ
ッ
ク 

　
コ
メ
ン
ト
を 

　
　
実
施
し
ま
す 

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

▽
申
込
方
法　

９
月　

日
貅
ま

２９

で
に
電
話
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
第
３
回
男
女
共
同

参
画
講
座
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
一
時
保
育　

１
歳
以
上
の
未

就
学
児
、定
員
６
人
（
申
込
順
）。

９
月　

日
貊
ま
で
に
電
話
で
お

１６

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
手
話
通
訳　

９
月　

日
貊
ま

１６

で
に
フ
ァ
ク
ス　

―　

―
５
９

０４２

５６３

３
１
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
第
３
回
男
女
共
同
参
画

講
座
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

市
民
生

活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

　

多
く
の
人
が
経
験
す
る
「
介

護
」。
突
然
、
親
や
配
偶
者
に
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
元
代
表
・
生

活
相
談
員
で
介
護
福
祉
士
の
資

格
を
持
つ
講
師
を
迎
え
て
、
家

庭
で
で
き
る
介
護
や
、
ど
ん
な

支
援
が
あ
る
の
か
、
み
ん
な
で

考
え
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方▽
日
時　

９
月　

日
貊
午
前　

３０

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

▽
講
師　

藤
井
道
代
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ま
め
の
会
理
事
長
）

介
護
！！ 

　
こ
れ
か
ら
直
面
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
へ 

男
女
共
同
参
画
講
座 
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市
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
な

ど
に
触
れ
な
が
ら
、
謎
を
解
い

て
い
き
、
市
の
魅
力
を
発
見
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
は
、
今
後
行
う
「
未
来

に
つ
な
ぐ
自
然
と
歴
史
・
文
化

が
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
事
前
周
知

事
業
）
と
し
て
豊
鹿
嶋
神
社
周

辺
で
地
域
を
散
策
し
な
が
ら
３

つ
の
謎
を
解
い
て
い
く
ト
レ
ジ

ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を

実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
友
好
都
市
喜
多
方

市
の
山
都
そ
ば
、
物
産
販
売
も

行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
鹿
嶋

神
社
の
秋
祭
り
（
例
大
祭
）
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

申
込
は
不
要
で
す
。
直
接
受

付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
多
く

の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
で
は
、
施
設
見
学
ミ
ニ
ツ
ア

ー
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
生
バ
ン
ド
演

奏
、
模
擬
店
な
ど
を
行
う
「
え

ん
と
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
６
」
を
開
催
し
ま
す
。
模
擬

店
の
容
器
は
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
方

式
で
す
。
食
器
持
参
の
方
は
割

引
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　
　

月
８
日
貍
午
前　

１０

１０

時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
の
場
合
は
、　

月
９
日

１０

豸
に
順
延
と
な
り
ま
す
。　

月
１０

トレジャー 
　ハンティング 
　　　　　ゲーム 

取
り
組
み
で
す
。

　

今
回
、
回
収
を
行
う
の
は
、

缶
詰
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル
ト
食

品
な
ど
で
、
未
開
封
の
も
の
で

す
。
ま
た
、
賞
味
期
限
が
明
記

さ
れ
て
い
て
、
１
か
月
以
上
先

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
生
鮮
食
品
、
瓶
詰
め
食
品
は

対
象
外
で
す
。

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す

▽
対
象　

小
平
市
・
東
大
和

市
・
武
蔵
村
山
市
・
立
川
市
に

在
住
の
市
民
グ
ル
ー
プ
（
２
人

以
上
）

▽
募
集
区
画　
　

店
舗
程
度

４０

（
１
区
画：

２
ｍ
×
３
ｍ
）

※
搬
入
車
両
用
の
駐
車
場
は
あ

り
ま
す
が
、
車
両
に
よ
る
出
店

は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

年
齢
制
限
な
し
。
歩

い
て
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
可

▽
日
時　

９
月　

日
貍
・　

日

１０

１１

豸
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

▽
受
付　

店
舗
マ
ル
サ
ン
（
豊

鹿
嶋
神
社
入
口
鳥
居
東
側
）

▽
内
容　

受
付
で「
謎
の
手
帳
」

を
受
け
取
っ
て
ゲ
ー
ム
開
始
。

３
つ
の
謎
を
解
い
て
見
事
ゴ
ー

ル
し
た
方
に
は
、
ト
レ
ジ
ャ
ー

ハ
ン
タ
ー
の
証
と
し
て
「
探
偵

う
ま
べ
ぇ
」
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を

差
し
上
げ
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
物　

熱
中
症
予
防
の
た
め
、

水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
７
ま
で
。

■
郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
季
節
の
投
影
「
お
月
見
投
影
」

　

今
年
の
中
秋
の
名
月
は
９
月

　

日
で
す
。
メ
ガ
ス
タ
ー
の
月

１５を
眺
め
な
が
ら
月
の
お
話
を
し

ま
す
。
職
員
が
直
接
お
話
を
す

る
投
影
で
す
。
こ
の
日
だ
け
の

限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
投
影
日
時　

９
月　

日
貍
午

１７

前　

時
か
ら
、午
後
１
時
か
ら
、

１１
午
後
３
時
か
ら

※
各
回
と
も　

分
程
度
。
投
影

５０

途
中
で
の
入
退
場
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
日
の
通
常
の
番
組
の

投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
定
員　

各
回
と
も　

人
（
当

１００

日
先
着
順
）

▽
観
覧
料　

お
と
な　

円
、
小

２００

中
学
生　

円
１００

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
を
お

休
み
し
ま
す

　

秋
番
組
す
え
つ
け
作
業
の
た

め
、
９
月　

日
貂
〜　

日
貊
の

１３

１６

間
、
投
影
を
お
休
み
し
ま
す
。

９
月　

日
貍
は
お
月
見
投
影
の

１７

た
め
、
秋
番
組
の
投
影
は
９
月

　

日
豸
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

１８
　

な
お
、
郷
土
博
物
館
は
平
常

ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

■
企
画
展
示
「
吉
岡
堅
二
展
―

鳥　

羽
―
」（
観
覧
無
料
）

１１０

　

吉
岡
堅
二
生
誕　

年
に
ち
な

１１０

ん
で
、
日
本
画
、
素
描
等
の
中

か
ら
、　

羽
分
の
、
鳥
を
描
い

１１０

た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

９
月　

日
貍
〜　

月

１７

１０

　

日
豸

１６▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時▽
場
所　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室

▽
休
館
日　

月
曜
日
（
９
月　
１９

日
豺
・　

月　

日
豺
は
開
館
）

１０

１０

と
、
９
月　

日
貂
・
９
月　

日

２０

２３

郷
土
博
物
館
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
 

・
M
E
G
A
S
T
A
R-

Ⅱ
B
で
み
る
お
月
見
 

・
企
画
展
示
「
吉
岡
堅
二
展
│
鳥
　
羽
│
」
 

１１０ 

貊
・　

月　

日
貂

１０

１１

▽
関
連
イ
ベ
ン
ト　

ど
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
も
午
後
２
時
か
ら
。

会
場
は
郷
土
博
物
館
企
画
展
示

室
（
申
込
不
要
・
参
加
無
料
）。

�
講
演
会　

開
催
日　

９
月　
１７

日
貍
／
講
師　

滝
沢
具
幸
氏（
飯

田
市
美
術
博
物
館
館
長
）

�
作
品
鑑
賞
会　

開
催
日　

９

月　

日
豸
／
絵
は
ど
う
や
っ
て

２５
見
た
ら
い
い
の
？
初
心
者
の
方

向
け
の
鑑
賞
会
で
す
。

�
展
示
ガ
イ
ド　

開
催
日　
　
１０

月
９
日
豸
／
博
物
館
職
員
が
作

品
の
解
説
を
行
い
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
�　

―　

―
４
８
０
０

０４２

５６７

ま
で
。

９
日
豸
も
雨
天
の
場
合
は
中
止

で
す
。

▽
場
所　

小
平
・
村
山
・
大
和

衛
生
組
合
（
小
平
市
中
島
町
２

―
１
）

※
来
場
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ペ

ッ
ト
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

〜
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
っ
て
な

に
？
〜

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家

庭
で
余
っ
て
い
る
食
べ
物
を
持

ち
寄
り
、
必
要
な
方
に
届
け
る

▽
参
加
費　
　

円
５００

▽
申
込
み　

９
月
９
日
貊
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
、
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
販

売
品
目
、
販
売
点
数
を
記
入
し

て
、
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生

組
合
（
〒　
　

小
平
市
中
島
町

１８７-
００３３

２
│
１
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※
１
グ
ル
ー
プ
１
件
の
申
込
み

に
限
り
ま
す
。

▽
出
店
者
の
選
定　

申
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
（　

店
舗
程
度
は
、
衛
生
組

１０

合
の
近
隣
地
域
の
方
を
優
先
し

ま
す
）。
抽
選
の
結
果
は
、
９

月　

日
貊
ご
ろ
に
通
知
し
ま
す
。

２３
�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
小

平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
計

画
課
�　

―　

―
４
３
４
５
へ
。

０４２

３４１

え
ん
と
つ 

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

2016

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
中
央
図
書
館

で
は
、
震
災
当
時
の
被
災
図
書

館
の
実
情
や
復
興
の
今
を
見
つ

め
な
お
す
た
め
、
写
真
展
と
講

演
会
を
開
催
し
ま
す（「
東
大
和

の
図
書
館
を
考
え
る
会
」
共
催
）。

【
写
真
展
】

▽
日
時　

９
月　

日
貉
〜　

月

２１

１０

　

日
豺
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１７

１０

（
休
館
日
を
除
く
）

※
途
中
展
示
換
え
を
し
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
図
書
館
２
階
展

示
コ
ー
ナ
ー

【
講
演
会
】

▽
日
時　
　

月
２
日
豸
午
後
１

１０

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
講
師　

矢
闢
省
三
氏
（
日
本

図
書
館
協
会
東
日
本
大
震
災
対

策
委
員
会
委
員
）

▽
場
所　

中
央
図
書
館
２
階

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

５０

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

図
書
館
写
真
展
・
講
演
会 

忘
れ
な
い
　
・
 

3

11

〜
被
災
図
書
館
の
あ
の
時
と
今
ま
で
〜

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
３
階
）
の
今
月
の
テ
ー
マ
は
、

市
内
で
６
番
目
に
誕
生
し
た
町

「
湖
畔
」
で
す
。

　

現
在
は
緑
に
囲
ま
れ
た
住
宅

地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

　

年
代
前
半
ま
で
は
、
二
ツ
池

４０を
水
源
と
す
る
前
川
沿
い
に
田

ん
ぼ
が
広
が
る
地
域
で
し
た
。

　

地
域
の
特
徴
や
移
り
変
わ
り

を
資
料
や
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１

３
２
１
ま
で
。

市政情報コーナー 

今月のテーマ 

「湖畔」 移動図書館「みずうみ号」巡回日程
巡回日巡回時間ステーション名

14日（水）・28日（水）
午後1時30分～2時15分多摩湖畔自治会集会所前
午後2時30分～3時15分上北台団地東側
午後3時30分～4時15分蔵敷公民館

 7 日（水）・21日（水）
午後2時30分～3時15分向原市民センター
午後3時30分～4時15分清水神社境内

※悪天候の日はお休みします。運行については中央図書館までお問
い合わせください。

図書館からのお知らせ（9月）
おはなし会

実施日・時間対象（【　】は内容）場　所
  2 日（金）・16日（金）
午後3時30分～4 時

4歳～小学1年生
（保護者入場可）中央図書館

�042-564
-2454 10日（土）・24日（土）

午後3時30分～4 時小学2年生以上

  9 日（金）・23日（金）
午前10時30分～11 時

3歳以下及び保護者
【わらべうたと絵本】桜が丘図書館

�042-567
-2231   8 日（木）

午後3時30分～4 時4歳以上

  8 日（木）
午前10時30分～11 時

3歳以下及び保護者
【わらべうたと絵本】清原図書館

�042-564
-2944 14日（水）・28日（水）

午後3時30分～4 時4歳以上

※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

開館時間・休館日
日土金木水火月

午前 10時～
午後5時午前 10時～午後7時

休館日
 午前10 時 
～午後5時

中央図書館

午前 10時～午後5時
桜が丘図書館

休館日清原図書館
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館） 、毎月第 3
木曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始、特別資料整理期間
中央図書館・桜が丘図書館：9 月 6・13・15・19・20・22・27日
清原図書館 ： 9 月 5・6・12・13・15・19・20・22・26・27日

【さくら水彩の会グループ展】玉川上水駅北側そばにある東大和市ふれあい広場で 9月 2日貊から 30日貊まで開催。午前 11時から午
後 6時まで。初日は午後 1時から、最終日は午後 5時まで。休業日は木曜日／問合せ　東大和市ふれあい広場� 042-565-1071 へ

蜷
豊
鹿
嶋
神
社
と
探
偵
う
ま
べ
ぇ

蜷
吉
岡
堅
二
展
で
展
示
さ
れ
る
絵
画
「
暁
」（
昭
和　

年
製
作
）。
描
か
れ

３１

て
い
る
ニ
ワ
ト
リ
は
高
知
原
産
の
ト
ウ
テ
ン
コ
ウ
。
描
か
れ
た
当
時
、
吉

岡
堅
二
画
伯
が
清
水
の
自
宅
で
飼
っ
て
い
た
。
昭
和　

年
、
市
が
庁
舎
新

５７

築
に
合
わ
せ
て
こ
の
絵
を
購
入
し
た
。現
在
、市
で
は
吉
岡
堅
二
生
誕　

年
１１０

を
記
念
し
、
こ
の
絵
を
用
い
た
切
手
を
作
成
中
。
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月
１
日
貍
に
、
市
の

１０
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ち

ょ
こ
バ
ス
」
の
ダ
イ
ヤ
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、

循
環
ル
ー
ト
の
起
終
点
を

「
東
大
和
市
役
所
」
か
ら

「
上
北
台
駅
」
に
変
更
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ち
ょ
こ

バ
ス
の
利
便
性
を
高
め
る

も
の
で
す
。

　

ダ
イ
ヤ
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
下
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
便
利
に
生
ま
れ

変
わ
る
、
ち
ょ
こ
バ
ス
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
時
刻
表
を
掲
載

し
た
「
ち
ょ
こ
バ
ス
ご
利

用
案
内
」
は
、
９
月　

日
２３

貊
か
ら
、
市
役
所
、
公
民

館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
図

書
館
、
東
大
和
市
ふ
れ
あ

い
広
場
な
ど
で
配
布
し
ま

す
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課

・
内
線
１
２
５
６
ま
で
。

◎
道
路
集
水
ま
す
上
の
清
掃
に

ご
協
力
を

　

道
路
に
あ
る
雨
水
集
水
ま
す

の
上
に
ご
み
等
が
た
ま
っ
て
い

る
と
、
降
雨
時
に
雨
水
が
流
れ

ず
、
道
路
冠
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
周
囲
の
集
水

ま
す
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
時

は
、
ご
み
等
を
取
り
除
い
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
危
険
で
す
の
で
ふ
た

は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
宅
地
内
か
ら
道
路
上
に
枝
葉

を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

　

宅
地
内
等
か
ら
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
樹
木
の
枝
葉
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

と
な
り
、
接
触
事
故
等
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
土
地
を
管
理
し

て
い
る
方
は
、
枝
葉
を
道
路
上

に
出
さ
な
い
よ
う
、
せ
ん
定
等

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
、
街
路
灯
の
下
に
つ
い
て

い
る
黄
色
の
シ
ー
ル
に
記
載
さ

れ
た
管
理
番
号
（
Ａ
・
○
○
○

○
等
）
ま
た
は
街
路
灯
の
所
在

地
を
、
土
木
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
２
ま
で
。

10月1日 

ちょこバス ダイヤ改正 
循環ルート「東大和市役所」での待ち時間を大幅に短縮 
新しい時刻表は市報9月15日号に折り込みます 

皆
さ
ん
の 

　
ご
協
力
を 

　

市
で
は
、
市
内
各
駅
周
辺
に

自
転
車
等
駐
車
場
を
設
置
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
各
駅
周
辺
の
駐

車
場
は
、
い
ず
れ
も
大

変
混
雑
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

駅
ま
で
お
お
む
ね　
８００

メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
住

ま
い
の
方
の
自
転
車
等

の
利
用
の
自
粛
と
、
駐

車
場
内
に
長
期
間
（
７

日
間
以
上
）
自
転
車
等

を
放
置
し
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
へ
の

出
し
入
れ
の
際
、や
む
を
得
ず
、

他
の
自
転
車
等
を
一
旦
駐
車
場

外
に
移
動
し
た
場
合
は
、
必
ず

駐
車
場
内
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

自
転
車
等
駐
車
場
を 

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ 

ダイヤ改正のポイント

循環ルートで市役所を越える利用をスムーズにします　
　循環ルートの起終点を市役所から上北台駅へ変更します。これにより、
バス停「東大和市役所」での停車時間を大幅に短縮し、循環ルートで市役
所を越える利用がより便利になります。なお、往復ルートの起終点は変
更しません。

循環ルートと往復ルートの乗継ぎをスムーズにします　
　バス停「東大和市役所」での乗継ぎの待ち時間を短縮します。

　

バス停『 総合福祉センター「は～とふる」』を新設します　
　10月 1日開設予定の東大和市総合福祉センター「は～とふる」前に設置します。

ポイント 1

　
ポイント 2

　
ポイント 3

その他の改正　
1．循環ルートのバス停「みのり福祉園北」を、みのり福祉園の廃止に伴い「立野東公園南」に、往復ルートのバス停「市民体育館」
　  を「東大和市ロンドみんなの体育館（戦災建造物「変電所」）」に改めます。

2．往復ルートに日祝ダイヤ（早朝及び夜間の一部便を運休）を導入します。　利用実態に合わせた改正

3．年末年始は、日祝ダイヤで運行します。元日はこれまでどおり運休となります。　利用実態に合わせた改正

市役所での停車時間
循環ルート

短縮改正後改正前

△ 11 分4 分15分外回り

△ 11 分4 分15分内回り

待ち時間
乗継ぎ

短　縮改正後改正前

△ 9 分 4 分13分循環ルート外回り　→　往復ルート（玉川上水駅行）

△ 7 分 4 分11分循環ルート内回り　→　往復ルート（東大和市駅行）

△ 2 分10分12分往復ルート（玉川上水駅行）　→　循環ルート外回り

△ 1 分10分11分往復ルート（東大和市駅行）　→　循環ルート内回り
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◎
平
成　

年
度
臨
時
福
祉
給
付

２８

金
　

平
成　

年
４
月
に
実
施
し
た

２６

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
い
、
所

得
の
少
な
い
方
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
に
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者　

平
成　

年
１

２８

月
１
日
現
在
で
東
大
和
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
平
成　

年
度

２８

の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
の
う
ち
、
次

の
①
及
び
②
の
条
件
に
該
当
し

な
い
方

①
平
成　

年
度
市
民
税
（
均
等

２８

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
な
ど

②
生
活
保
護
受
給
者
な
ど

▽
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人

当
た
り
三
、
〇
〇
〇
円

◎
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
給
付
金

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
年

金
受
給
者
の
方
を
支
援
す
る
た

め
に
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者　

平
成　

年
度

２８

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者
の
う
ち
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て

い
る
方
（
高
齢
者
向
け
給
付
金

を
受
給
し
た
方
は
除
く
）

▽
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人

当
た
り
３
万
円

【
給
付
金
の
共
通
事
項
】

▽
申
請
期
間　

９
月
５
日
豺
〜

　

月
５
日
豺

１２▽
案
内
の
送
付　

該
当
と
思
わ

れ
る
方
に
、
９
月
初
旬
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
。申
請
方
法
等
、

詳
し
く
は
案
内
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▽
提
出
先　

臨
時
福
祉
給
付
金

等
担
当
（
〒　
　

東
大
和
市
中

２０７-
８５８５

央
３
―　

）
９３０

▽
問
合
せ　

臨
時
福
祉
給
付
金

等
担
当
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
・
内
線
３
９
１
０
ま
で
。

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
。

▽
制
度
に
関
す
る
問
合
せ　

厚

生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
�
０
５
７
０
―　

―　
０３７

１９２

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
。

　

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う
と
と

も
に
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
「
第　

回
長

４１

寿
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

９
月
３
日
貍
午
後
１

時
〜
４
時

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
内
容

【
式
典
の
部
】
午
後
１
時
〜
１

時　

分
２５

【
演
芸
の
部
】
午
後
１
時　

分
３０

〜
４
時

�
吹
奏
楽

：

出
演　

市
立
第
三

中
学
校
吹
奏
楽
部

�
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

：

出
演　

体
操
普
及
推
進
員

�
踊
り
・
唄

：

出
演　

各
老
人

ク
ラ
ブ

▽
主
催　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽
後
援　

東
大
和
市
、
東
大
和

市
社
会
福
祉
協
議
会

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

■
敬
老
の
日
に　

歳
以
上
の
方

７０

は
市
内
浴
場
が
低
額
で
利
用
で

き
ま
す

　

市
内
の
浴
場
組
合
の
ご
厚
意

に
よ
り
、　

歳
以
上
の
方
は
敬

７０

老
の
日
（
９
月　

日
）
の
営
業

１９

時
間
内
に
、
次
の
浴
場
が
低
額

で
利
用
で
き
ま
す
。
お
近
く
の

浴
場
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
浴
場
・
問
合
せ

�
富
士
見
湯　

１
人　

円
（
南

２００

街
６
―
１
―　

。
�　

―　

―

２５

０４２

５６７

１
１
２
６
）

�
神
明
湯　

１
人　

円
（
新
堀

２００

１
―
１
４
３
２
―　

。
�　

―

５９

０４２

　

―
２
７
１
１
）

５６２■
高
齢
者
被
害
特
別
相
談

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
消
費
者

被
害
の
未
然
防
止
・
拡
大
防
止

を
目
的
に
、
特
別
相
談
を
東
京

都
と
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

　

電
話
で
も
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

東
大
和
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
防
災
・
防
犯
部
会
で
は
、

災
害
時
の
障
害
の
あ
る
方
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
東
大
和
市
障

害
者
災
害
時
支
援
い
ろ
は
歌
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
い
ろ
は
歌
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

作
品
を
参
考
に
作
成
し
た
も
の

で
、
障
害
の
あ
る
方
や
関
係
者

の
方
の
「
災
害
時
に
、
こ
ん
な

こ
と
で
困
っ
て
し
ま
う
」、「
災

害
時
や
困
っ
た
時
に
こ
ん
な
支

援
が
あ
る
と
助
か
る
」
と
い
う

よ
う
な
思
い
を
つ
づ
っ
た
「
い

ろ
は
歌
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
も
と
に
今
後
は
災
害

時
の
障
害
者
支
援
へ
の
理
解
促

進
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
障
害
者
災
害
時
支
援
い
ろ

は
歌
」
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
障
害
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

　

認
知
症
は
、
脳
の
障
害
に
よ

り
記
憶
障
害
や
認
知
障
害
が
起

こ
る
病
気
で
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
の
４
人
に
１

８５
人
が
認
知
症
を
発
症
し
て
い
る

と
い
わ
れ
、
身
近
な
家
族
な
ど

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
知

り
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支

援
す
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、「
な
に
か
」
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、

温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

参
加
し
た
方
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

▽
日
時　

９
月　

日
貅
午
後
２

１５

時
〜
３
時　

分
３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

高
齢
者
ほ
っ
と
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど

▽
定
員　
　

人
程
度

４０

▽
費
用　
　

円
（
資
料
代
）

１０３

▽
申
込
み　

高
齢
者
ほ
っ
と
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ん
が
い
�　

―
０４２

　

―
８
１
３
３
へ
。

５６６

　

市
で
は
、
９
月　

日
現
在
、

１５

市
内
に
住
所
の
あ
る　

歳
、　

８８

９９

歳
の
方
に
敬
老
金
（
五
、
〇
〇

〇
円
）
を
お
贈
り
し
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
、
民
生
委
員
が

９
月　

日
貅
〜　

日
貊
の
間
に

１５

３０

届
け
ま
す
の
で
、
連
絡
や
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

民
生
委
員
が
敬
老
金
を
お
配
り

す
る
際
、
対
象
と
な
る
方
の
生

活
状
況
等
を
お
伺
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
民
生
委
員
の

活
動
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
た

め
、 
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
介
護
施
設
に
入
所
し
て

い
て
も
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

は
敬
老
金
の
対
象
で
す
。
民
生

委
員
が
施
設
に
届
け
ま
す
。

▽
対
象

�　

歳
／
昭
和
２
年
９
月　

日

８８

１７

〜
昭
和
３
年
９
月　

日
生
ま
れ

１６

�　

歳
／
大
正
５
年
９
月　

日

９９

１７

〜
大
正
６
年
９
月　

日
生
ま
れ

１６

※　

歳
以
上
の
方
に
は
、
誕
生

１００
月
ま
た
は
翌
月
に
市
が
慶
祝
訪

問
を
行
い
、
祝
い
金
を
お
贈
り

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

▽
日
時　

９
月　

日
（
祝
日
）

１９

午
前　

時　

分
〜
午
後
８
時

１０

３０

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
入
場　

無
料

▽
内
容　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
フ

ラ
・
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
、
新
舞
踊
等
あ
ら
ゆ
る
ジ

ャ
ン
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

模
擬
店
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど※
プ
ロ
グ
ラ
ム
持
参
の
先
着　
２００

人
に
「
お
ど
り
饅
頭
」
を
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

お
ど
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
�　

―　
０４２

５６６

―
８
８
９
１
へ
。

給
付
金
の
申
請
受
付
を
開
始

申
請
期
間
　
9
月 
5
 日
〜
 
 月
5
日
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第41回 

長寿の集い  

9 月 3 日（土） 
ハミングホール 

東大和市 

障害者 

災害時支援 

　いろは歌 

東
大
和
市
障
害
者
災
害
時
支
援

い
ろ
は
歌
の
例
 

ひ お か 
火
事
の
事
　
煙
が
見
え

な
い
　
お
そ
ろ
し
さ
 

お
さ
な
い
で
　
死
角
に

ひ
そ
む
　
車
い
す
 

ひ
と
り
で
は
　
歩
い
て

い
け
な
い
　
避
難
所
へ

▲

だ
さ
い
。

【
東
大
和
市
】

▽
対
象　

契
約
当
事
者
が　

歳
６０

以
上
の
方
の
相
談

▽
日
時　

９
月　

日
豺
〜　

日

１２

１４

貉
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
３
ま
で
。

【
東
京
都
】

▽
日
時　

９
月　

日
豺
〜　

日

１２

１４

貉
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
問
合
せ　

東
京
都
消
費
生
活

総
合
セ
ン
タ
ー
�　

―
３
２
３

０３

５
―
３
３
６
６
へ
。

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
結
婚　

年
を
経
過
し
た
ご
夫

５０

婦
（
昭
和　

年
４
月
１
日
〜
昭

４１

和　

年
３
月　

日
に
婚
姻
届
出

４２

３１

を
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
に
祝
状
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
申
込
み

は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
が
、

祝
状
を
贈
呈
す
る
の
は　

年
を

５０

経
過
し
た
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成　

年
度
中
に
、
す

２７

で
に
申
込
み
を
さ
れ
た
ご
夫
婦

は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、
対
象
が
結
婚

　

年
を
経
過
し
た
ご
夫
婦
に
変

５０更
と
な
り
ま
し
た
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、

戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
ま
た

は
戸
籍
謄
本
（
３
か
月
以
内
に

発
行
さ
れ
た
も
の
）

▽
申
請
場
所　

高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

金
婚
祝
状
を
 

　
贈
呈
し
ま
す

敬
老
金
を
 

　
お
贈
り
し
ま
す

お
ど
り
 

 フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
で
は
、
毎
月
第
３
金

曜
日
に
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
る
交
流
会
「
３
金
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
・
ス

ピ
ー
カ
ー
の
ト
ー
ク
を
始
め
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
、

見
学
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月　

日
貊
午
前　

１６

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
中
小
企
業

大
学
校
東
京
校
東
大
和
寮
３
階
）

▽
講
演
内
容　

忙
し
く
な
る
と

何
よ
り
も
後
回
し
に
な
り
が
ち

な
「
か
ら
だ
」
の
こ
と
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ち
ぇ
ぷ
ら
の
代
表
理
事

で
あ
る
永
田
京
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

と
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
�　

―　

―
１
１
９
５
へ
。

０４２

５６５

創
業
に
関
心
の
 

あ
る
方
の
交
流
会
 

3
金
会
 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
養
成
講
座

市役所本庁舎に来庁した方の 
行政手続き等の手話通訳を行います。 

配置日　 2日貊・9日貊・16日貊・23日貊・30日貊 
配置時間　 午前9時～午後5時 
待機場所　 相談室2（市役所１階食堂向かい）　  
問合せ　 障害福祉課・内線1123 
　　　　 ファクス 042－563－5928まで。 

今月の「手話通訳者がいる日」 
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月
１
日
貍
、
玉
川
上
水
駅

１０
前
に
小
規
模
保
育
施
設
が
開
園

し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
９
月
１
日
貅

か
ら
、
こ
の
保
育
施
設
の
入
所

申
請
等
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
入
所
案
内
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

申
請
に
必
要
な
書
類
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
施
設
名　

れ
ん
げ
第
二
桜

が
丘
保
育
園　

▽
設
置
者　

社
会
福
祉
法
人

蓮
花
苑
（
桜
が
丘
保
育
園
の

設
置
運
営
法
人
）

▽
設
置
場
所　

桜
が
丘
３
―

　

―　

コ
ー
シ
ャ
ハ
イ
ム
玉

４４

３２

川
上
水
３
号
棟
（
下
図
参
照
）　

▽
定
員　

８
人
（
１
歳
児
５

人
、
２
歳
児
３
人
）
の
予
定

▽
連
携
施
設
（
３
歳
児
以
降

の
受
入
れ
施
設
）
桜
が
丘
保

育
園

▽　

月
入
所
申
請
の
受
付
日
時

１０
９
月
１
日
貅
〜　

日
貅
午
前
８

１５

時　

分
〜
午
後
５
時
（
土
曜
日

３０
は
正
午
ま
で
。日
曜
日
は
除
く
）

▽
受
付
場
所　

保
育
課
（
市
役

所
１
階
）

▽
入
所
案
内
の
配
布
場
所　

保

育
課
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
、

清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、児
童
館
、

市
内
保
育
施
設

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
１
ま
で
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

８
月　

日
号
１
面
に
掲
載
し

１５

ま
し
た
「
小
規
模
保
育
施
設
」

の
施
設
名
に
つ
い
て
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

れ
ん
げ
第
二
桜
が
丘
保
育
園

（正）
　

れ
ん
げ
桜
が
丘
第
二
保
育
園

（誤）

　

審
議
会
等
の
傍
聴
が
で
き
ま

す（
定
員
５
人
。
当
日
先
着
順
）。

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

▽
日
時　

９
月　

日
貅
午
後
７

１５

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

■
社
会
教
育
委
員
会
議

▽
日
時　

９
月　

日
貂
午
前　

２０

１０

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

■
生
涯
学
習
推
進
計
画
審
議
会

▽
日
時　

９
月　

日
豺
午
前　

２６

１０

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

　
 

医
療
証
は
、
義
務
教
育
就

学
期
に
あ
る
児
童
の
保
険
診
療

の
医
療
費
の
う
ち
、
医
科
・
歯

科
（
施
術
を
含
む
）
の
通
院
は
、

１
回
当
た
り
の
上
限　

円
を
除

２００

い
た
金
額
を
、
入
院
・
調
剤
・

訪
問
看
護
は
自
己
負
担
分
の
全

額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
、 

医
療
証
を
お
持
ち

で
な
い
市
内
在
住
の
平
成　

年
１３

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

２２

日
生
ま
れ
の
児
童
を
養
育
す
る

方
で
、 

制
度
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
場
合
は
、
９
月
中
に

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、 

医
療
証
に
は
所
得

制
限
が
あ
り
、
平
成　

年　

月

２８

１０

１
日
〜
平
成　

年
９
月　

日

２９

３０

（
今
年
度
、　

歳
に
な
る
方
は

１５

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
）
の

２９

３１

 

医
療
証
は
、
申
請
者
（
父
ま

た
は
母
の
う
ち
所
得
が
高
い
方
）

の
平
成　

年
度
所
得
（
平
成　

２８

２７

年
分
の
所
得
）
で
審
査
し
ま
す
。

※ 

医
療
証
の
所
得
制
限
限
度

額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
自
己
負
担
の
な
い 

医
療
証
、

 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

 

医
療
証
と
比
較
し
て
自
己
負

担
が
少
な
い
た
め
、
引
き
続
き

お
持
ち
の
医
療
証
を
ご
利
用
く

親

だ
さ
い
。

◎
乳
幼
児
・
義
務
教
育
就
学
児

医
療
費
助
成
制
度
を
受
給
中
の

方
へ
〜
医
療
証
を
郵
送
し
ま
す

　
　

月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
医

１０
療
証
（ 

医
療
証
）、義
務
教
育

就
学
児
医
療
証
（ 

医
療
証
）

が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、　

月
１

１０

日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
、
緑
色

の
新
し
い
医
療
証
を
郵
送
し
ま

す
。　

　
　

月
１
日
を
過
ぎ
て
も
医
療

１０
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
を
経
過
し

た 

・ 

医
療
証
は
、
子
育
て

支
援
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
問
合
せ
は
、
子
育
て

支
援
課
・
内
線
１
７
６
３
ま
で
。

　

身
近
に
い
る
動
物
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
身
元
の
表
示
】

　

迷
子
に
な
り
、
飼
い
主
の
も

と
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
動

物
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
の
責
任
の
所
在
を
明

ら
か
に
し
、
迷
子
に
な
っ
た
動

物
の
発
見
を
容
易
に
す
る
た
め

に
も
、
犬
に
は
鑑
札
を
付
け
、

猫
や
そ
の
他
の
動
物
に
は
名
札

等
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
災
害
に
備
え
て
】

　

災
害
時
に
避
難
す
る
時
は
、

事
情
の
許
す
限
り
、
動
物
と
伴

に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

普
段
か
ら
人
や
他
の
動
物
を

怖
が
ら
な
い
、
嫌
が
ら
ず
に
ケ

ー
ジ
に
入
る
、
ト
イ
レ
は
決
め

ら
れ
た
場
所
で
す
る
な
ど
の
し

つ
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、動
物
の
防
災
用
品（
５

日
分
以
上
の
食
事
・
水
な
ど
）

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
譲
渡
で
つ
な
ご

う
！
命
の
バ
ト
ン
」

　

東
京
都
で
は
、
環
境
省
や
動

物
愛
護
団
体
等
と
と
も
に
、
動

物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
行
い
ま
す
。

①
９
月　

日
貍
午
前　

時
〜
午

１７

１１

後
４
時
／
場
所　

上
野
恩
賜
公

園
内
／
動
物
愛
護
セ
レ
モ
ニ
ー
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
パ
ネ
ル
展

示
な
ど　

②
９
月　

日
貍
午
前　

時
〜
午

２４

１１

後
４
時　

分
（
正
午
〜
午
後
１

３０

時
は
昼
休
み
）
／
場
所　

東
京

国
立
博
物
館
平
成
館
大
講
堂
／

動
物
愛
護
管
理
功
労
者
表
彰
式
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
人
も
動
物
も
幸
せ
に
な
れ
る

譲
渡
と
は
？
」
な
ど
／
定
員

　

人（
申
込
順
）／
申
込
み　

９

３９０月　

日
貊
正
午
ま
で
に
、（
公

２３
社
）
日
本
動
物
福
祉
協
会
�　
０３

―
６
４
５
５
―
７
７
３
３
へ
。

※
詳
細
は
、
東
京
都
福
祉
保
健

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
福
祉
保
健

局
環
境
保
健
衛
生
課
�　

―
５

０３

３
２
０
―
４
４
１
２
へ
。

◎
特
別
相
談
の
実
施

�　

時
間
特
別
相
談
（
東
京
自

５４
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
）
／
９
月
３

日
貍
午
前
０
時
〜
５
日
豺
午
前

６
時
／
�
０
１
２
０
―　

―
９

５８

０
９
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

�
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
（
日

本
い
の
ち
の
電
話
連
盟
）
／
９

月　

日
貍
午
前
８
時
〜　

日
豸

１０

１１

午
前
８
時
／
�
０
１
２
０
―　
７８３

―　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

５５６
�
東
京
都
自
殺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

〜
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
〜
（
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協

議
会
）
／
９
月　

日
豺
〜　

日

１２

１６

貊
（
各
日
と
も　

時
間
）
／
�

２４

０
５
７
０
―
０
８
７
４
７
８

�
自
死
遺
族
の
た
め
の
電
話
相

談
（
全
国
自
死
遺
族
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
）
／
９
月　

日
貍
〜

１０

　

日
豺
午
前　

時
〜
午
後
７
時

１２

１１

／
�　

―
３
２
６
１
―
４
３
５
０

０３

�
自
死
遺
族
の
た
め
の
電
話
相

談
（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
）／
９
月　

日
貂
〜　

１３

１６

日
貊
午
前　

時
〜
午
後　

時
／

１０

１０

�　

―
３
７
９
６
―
５
４
５
３

０３
�
多
重
債
務　

番
（
東
京
都
消

１１０

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
９

月
５
日
豺
・
６
日
貂
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
／
�　

―
３
２
３

０３

５
―
１
１
５
５

�
東
京
都
ろ
う
ど
う　

番
（
東

１１０

京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
）

／
９
月　

日
貂
・　

日
貉
午
前

１３

１４

９
時
〜
午
後
５
時
／
�
０
５
７

０
―　

―
６
１
１
０

００

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
以
外
は
有

料
。
ま
た
、「
０
５
７
０
」
で
始

ま
る
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
携
帯

電
話
の
無
料
通
話
、
掛
け
放
題

プ
ラ
ン
の
対
象
外
で
す
。

◎
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
講
演
会

「
若
者
の
自
殺
予
防
を
考
え
る
」

　

９
月　

日
貂
午
後
２
時
〜
５

１３

時
／
場
所　

東
京
都
庁
第
一
本

庁
舎
／
講
師　

根
岸
親
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
自
殺
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
副
代
表
）

※
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
東

京
都
福
祉
保
健
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
福
祉
保
健

局
保
健
政
策
課
�　

―
５
３
２

０３

０
―
４
３
１
０
へ
。

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

市
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
７
日
貉
午
前　

時
〜
正

１０

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５
２
１

０４２

５６５

１
ま
で
。

◎
自
殺
防
止
図
書
展

　

自
殺
予
防
や
こ
こ
ろ
が
安

ら
ぐ
資
料
を
展
示
し
、
貸
出
し

ま
す
。

　

９
月
１
日
貅
〜　

日
貉
／
場

１４

所　

中
央
図
書
館
／
中
央
図
書

館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は 

　
　
　
　
　 

ご
相
談
く
だ
さ
い 

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度
 

子 

れんげ第二 
桜が丘保育園 

至上北台 

至拝島 玉川上水駅 
至立川 

至西武新宿 

ロータリー 

スーパー 

　

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で

す
。
は
だ
し
に
な
っ
て
親
子
で

体
を
動
か
し
た
り
、
友
だ
ち
と

楽
し
む
経
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
６
か
月

〜
３
歳
児
の
親
子

▽
日
時　
　

月
６
日
貅
午
前　

１０

１０

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
内
容　

親
子
競
技
、
玉
入
れ

な
ど

▽
申
込
方
法　

９
月
５
日
豺
午

前　

時
〜　

日
貍
午
後
５
時
に
、

１０

２４

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）。

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
か
る
が
も
」
ミ
ニ
運
動
会 

9
月
 20
 日
〜
 26
 日
 

動
物
愛
護
週
間

9
月
は
東
京
都
の
 

　
自
殺
対
策
強
化
月
間

自
殺
防
止
！
 

東
京
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

玉川上水駅前に開園 

小規模保育施設 
～申請の受付を開始します～ 
小規模保育施設 

審
議
会
・
会
議
 

審
議
会
・
会
議
 

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

子 ○医療証の所得制限限度額表
（児童手当の所得制限と同額）

　

※扶養親族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親
　族である場合、限度額に 6万円を加算できます。
※社会保険料相当額として、一律 8万円を所得から差
　し引くことができます。
※次の控除がある場合、 所得から差し引くことができ
　ます。
　障害者控除、勤労学生控除、寡婦控除、寡夫控除、
　特別障害者控除、寡婦特例控除、雑損控除、医療費
　控除、小規模企業等共済掛金控除

所得制限限度額扶養親族等の人数

622万円0 人

660万円1 人

698万円2 人

736万円3 人

以降 1 人増えるごとに 38万円加算して算出
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■
結
核
予
防
週
間
（
９
月　

日
２４

〜　

日
）
〜
結
核
は
過
去
の
病

３０
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜

▽
結
核　

栄
養
状
態
や
衛
生
状

態
が
良
く
な
り
、
医
療
も
整
っ

た
現
代
、
以
前
の
よ
う
に
流
行

を
耳
に
す
る
機
会
は
減
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
乳
幼
児
や
免
疫

抑
制
剤
を
内
服
し
て
い
る
方
が

か
か
る
と
重
症
化
し
や
す
く
、

命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
今

で
も
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

幅
広
い
年
代
で
の
発
症
報
告

が
あ
り
、
平
成　

年
は
初
め
て

２６

新
た
な
患
者
数
が
２
万
人
を
下

回
り
ま
し
た
が
、
二
、
〇
〇
〇

人
以
上
の
人
が
結
核
で
命
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

○
感
染
か
ら
発
症　

せ
き
や
く

し
ゃ
み
と
一
緒
に
空
気
中
に
飛

び
散
っ
た
結
核
菌
を
吸
い
込
ん

で
感
染
す
る
病
気
で
す
。
感
染

し
て
も
必
ず
発
症
す
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
菌
は
体
内

に
留
ま
り
、体
調
を
崩
し
た
り
、

抵
抗
力
が
落
ち
た
時
に
発
症
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
染
か

ら
発
症
ま
で
、
数
か
月
か
ら
数

十
年
と
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

○
症
状　

微
熱
、せ
き
、た
ん
、

だ
る
さ
、
食
欲
不
振
、
息
苦
し

さ
、
や
せ
る
な
ど
風
邪
の
ひ
き

始
め
や
こ
じ
ら
せ
た
時
の
症
状

と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

○
治
療　

現
在
は
内
服
薬
で
治

療
で
き
ま
す
。
た
ん
の
中
に
結

核
菌
が
混
じ
っ
て
い
る
場
合
は
、

周
囲
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

入
院
が
必
要
で
す
が
、
感
染
を

広
げ
る
可
能
性
が
な
い
場
合
は
、

外
来
通
院
で
治
療
が
で
き
ま
す
。

○
予
防　

普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
や
睡
眠
、
適
度

に
体
を
動
か
す
な
ど
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
、
免
疫
力
を

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
は
肺
そ
の
も

の
が
持
つ
、
菌
の
侵
入
や
増
殖

を
防
ぐ
力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま

う
た
め
、
禁
煙
も
重
要
な
予
防

方
法
で
す
。

※
乳
児
は
予
防
接
種
で
感
染
の

予
防
を
、
そ
の
他
の
方
は
定
期

的
な
検
診
で
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
２
週
間
以
上
長
引
く
せ
き
や

た
ん
な
ど
、
気
に
な
る
症
状
が

あ
る
場
合
は
早
め
に
受
診
し
、

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
〉

対
象
者　

５
か
月
以
上　

か
月

１２

未
満
。
５
か
月
を
迎
え
る
月
の

前
月
末
に
予
診
票
を
発
送
し
ま

す
。
予
診
票
が
届
い
た
ら
、
早

め
に
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈　

歳
〜　

歳
結
核
住
民
検
診
〉

１８

６４

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
昭
和

　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
４

２７

１１

月
１
日
生
ま
れ
の
方
／
９
月　
１３

日
貂
午
前
９
時　

分
〜　

時　

１５

１０

４５

分
（
撮
影
は
９
時　

分
か
ら
）

３０

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
事
前
申
込
不
要
（
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

※
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
連
れ

の
場
合
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
中

は
保
育
士
が
お
預
か
り
し
ま
す
。

受
付
時
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

※
１
年
度
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）

に
１
回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

今
回
受
診
し
た
方
は
、
次
回
は

来
年
度
（
平
成　

年
４
月
以
降
）

２９

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
検
診
車
に
よ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
で
す
。
既
に
肺
が
ん
検
診

を
受
診
し
た
方
や
こ
れ
か
ら
予

定
し
て
い
る
方
は
、
重
複
し
た

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
照
射
と
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

左
表
の
と
お
り
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
対
象
者
に

は
、個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

◎
若
年
層
健
康
診
査

　

市
内
在
住
の　

歳
〜　

歳

２０

３９

（
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成

５２

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

（
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く
。
現

在
治
療
中
の
方
、
職
場
で
の
健

診
を
受
け
て
い
る
方
、
６
月
に

同
健
診
を
受
診
し
た
方
）
／　
１０

月
１
日
貍
〜　

日
豺
（
医
療
機

３１

関
の
休
診
日
は
除
く
）
／
場
所

指
定
医
療
機
関
（
東
大
和
市
・

小
平
市
・
武
蔵
村
山
市
）／　

人
２４０

（
抽
選
） ／
問
診
、
身
体
測
定
、

尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
血
液
検

査
等
／
初
め
て
の
方
を
優
先
し

ま
す
。
９
月
下
旬
頃
に
、
受
診

可
能
な
方
へ
健
診
票
の
送
付
を

予
定
。

◎
肺
が
ん
検
診

　

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

４０

〔
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く
。

呼
吸
器
疾
患
で
治
療
中
ま
た
は

経
過
観
察
中
の
方
、
肺
が
ん
の

診
断
を
受
け
た
方
、
妊
娠
中
ま

た
は
妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
方
、
肺
が
ん
検
診（
前
期
）を

受
診
し
た
方
〕
／　

月　

日
豺
・

１０

１７

　

日
貂
（
午
前
及
び
午
後
）
／

１８場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー（
検

診
車
）／　

人（
抽
選
）／
問
診
、

４００

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮
影
等

／
前
回
〔
平
成　

年
度
肺
が
ん

２８

検
診
（
前
期
）〕
落
選
さ
れ
た
方

や
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

　

月
中
旬
以
降
に
、
受
診
可
能

１０な
方
へ
検
診
票
の
送
付
を
予
定
。

【
健（
検
）診
の
申
込
方
法
】

�
郵
送 

：

は
が
き
に
次
の
と
お

り
記
入
し
、
９
月
８
日
貅
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き

１
検
診
の
申
込
み
と
し
ま
す
。

※
肺
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
方

は
、
第
１
〜
第
３
希
望
日
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

円
は
が
き
は
、
必
ず
２
円

５０
切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
電
子
申
請

：

９
月
８
日
貅
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
窓
口

：

９
月
８
日
貅
午
後
５

時
ま
で
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
健（
検
）診
の
申
込
み
に
関
す

る
お
問
合
せ
は
、 ９
月
８
日
貅
午

後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

□
キ
ッ
ザ
ー
テ
ク
ト
こ
ど
も
工

務
店
ご
っ
こ
（
首
都
圏
建
設
産

業
ユ
ニ
オ
ン
多
摩
中
央
支
部
）

／
小
学
生
以
上
／
９
月
４
日
豸

午
前　

時
〜
午
後
３
時
／
■場
中

１０

央
公
民
館
ホ
ー
ル
／　

人
（
体

５０

験
人
数
。
当
日
先
着
順
）
／
職

人
の
仕
事
体
験
、
無
料
住
宅
相

談
、
ミ
ニ
建
前
／
■講
 

円
田
健
夫

／
■問
 

ユ
ニ
オ
ン
多
摩
中
央　

―
０４２

　

―
２
６
６
６　

５６３□
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
（
ヘ

ル
シ
ー
ラ
イ
フ
東
大
和
）
／
９

月　

日
貂
午
前　

時
〜
午
後
１

１３

１０

時
／
■場
中
央
公
民
館
／　

人
１５

（
申
込
順
）／
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
体
に
や
さ
し
い
料
理
を
作
り

ま
す
／
■費
 

千
円
／
■持
 

エ
プ
ロ
ン
、

布
巾
２
枚
、
三
角
巾
／
■申
 

９
月

８
日
ま
で
に
山
城　

―　

―
２

０４２

５６５

９
８
６
へ
。

□
ど
う
な
る
私
た
ち
の
く
ら
し

―
下
流
老
人
と
は（「
社
会
福
祉

法
人
み
ん
な
の
会
」
を
さ
さ
え

る
会
）
／
９
月　

日
貍
午
後
２

１０

時
か
ら
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

会
議
室
／
■講
 

相
川
和
義
／
■問
 

関

野　

―　

―
２
６
４
２

０４２

５６３

□
第　

回
う
た
ご
え
喫
茶
�
は

２７

ぁ
〜
と
�（
東
大
和
新
婦
人
コ
ー

ラ
ス
）
／
９
月　

日
豸
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時　

分
／
■場
清
原

３０

３０

市
民
セ
ン
タ
ー
／
み
ん
な
で
楽

し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
／
■費
 
　

円
３００

／
■問
 

浦
崎　

―　

―
８
７
６
２

０４２

５６４

□
竹
パ
ウ
ダ
ー
コ
ン
ポ
ス
ト
に

挑
戦
（
東
大
和
ご
み
レ
ス
く
ら

ぶ
）
／
９
月　

日
豸
午
前　

時

２５

１０

〜
正
午
／
■場
南
街
公
民
館
／　
２０

人（
抽
選
）／
生
ご
み
の
た
い
肥

化
／
■講
 

内
野
真
奈
美
／
■申
 

９
月

　

日
ま
で
に
内
野　

―　

―
１

１８

０４２

５６２

９
３
５
へ
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）。

□
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
（
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
／
年
長

児
・
小
学
生
相
当
の
子
ど
も
と

保
護
者
／
９
月　

日
豸
〜
平
成

１１

　

年
３
月　

日
豸
（
全　

回
）

２９

１９

１４

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
５
時
／

■場
中
央
公
民
館
／　

組
／
学

１５

習
・
遊
び
支
援
、
軽
食
調
理
／

■講
 

元
教
師
、
レ
ク
指
導
者
、
調

理
師
／
■費
 
　

円
／
■持
 

筆
記
用
具
、

１００

エ
プ
ロ
ン
／
■申
 

飯
坂　

―
３
９

０９０

０
３
―
０
７
３
６
へ
。

□
「
正
岡
子
規
の
あ
れ
こ
れ
」

講
演
会（
お
と
な
の
社
会
科
）／

９
月　

日
貊
午
後
２
時
〜
４
時

１６

／
■場
上
北
台
公
民
館
／
正
岡
子

規
と
子
規
を
支
え
た
人
々
の
お

話
／
■講
 

日
景
洋
一
／
■費
 

非
会
員

　

円
／
■持
 

筆
記
用
具
／
■問
 

柴
田

２００

oton
a_n
o_sh

ak
aik
a@
y
ah
o

o.co.jp

□
読
書
会
（
東
大
和
子
ど
も
の

本
を
読
む
会
）
／
９
月　

日
貍

１７

午
前　

時　

分
〜
正
午
／
■場
中

１０

１５

央
図
書
館
／
「
ぽ
っ
ぺ
ん
先
生

と
帰
ら
ず
の
沼
」

：

舟
崎
克
彦

作
／
■費
 
　

円
／
■問
 

小
原　

―　

１００

０４２

５６１

―
９
０
５
４

□
第　

回
が
ん
ば
れ
自
分
�
み

２７

ん
な
の
作
品
展
（
東
大
和
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）
／
９
月　

日
２３

貊
正
午
〜
午
後
５
時
、　

日
貍

２４

午
前　

時
〜
午
後
４
時
／
■場
中

１０

央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
障
害
児
・

者
、
高
齢
者
等
が
制
作
し
た
作

品
の
展
示
。
市
民
と
の
交
流
／

■問
 

若
松　

―　

―
０
７
３
５

０４２

５６４

□
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
子
ど
も
連
れ
も
可

／
①
９
月　

日
豸

：

ま
め
家
歌

１８

声
喫
茶
②　

月
２
日
豸

：

講
談

１０

風
朗
読
③　

月　

日
豸

：

尺
八

１０

１６

と
三
味
線
の
演
奏
／
い
ず
れ
も

午
後
１
時　

分
〜
４
時
／
介
護

３０

予
防
の
集
ま
り
／
■場
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／
各　

人
１０

（
申
込
順
）
／
■費
 
　

円
／
■申
 

各

３００

日
前
日
ま
で
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

え
ん
ど
う
ま
め　

―　

―
９
７

０４２

５６５

７
８
へ
。

■
育
児
相
談
会
〜
イ
ル
カ
グ
ル

ー
プ

　

同
年
代
の
お
母
さ
ん
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

　
　

歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

３５
し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
（
１
歳
４
か
月
ま
で
の
乳
幼

児
）
／
９
月　

日
貉
午
前
９
時

１４

　

分
〜　

時
／
場
所　

市
立
保

３０

１１

健
セ
ン
タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳

／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

開始時間受付時間健　診　日対象者（生年月日）健　診　名

午後 1 時
午後0時45分
　～1時15分

9 月16日（金）平成28年 5 月16日～31日3～ 4 か月児
健 康 診 査

9 月 6 日（火）平成27年 1 月21日～ 2 月12日1歳 6 か月児
健 康 診 査 9 月27日（火）平成27年 2 月13日～28日

9 月 9 日（金）平 成 25年 7  月16日      ～ 8 月   3 日3 歳 児
健 康 診 査 9 月30日（金）平 成 25年 8  月 4  日      ～ 22日

9 月13日（火）平 成 23年 5 月 28日 　   ～  6  月10日5 歳 児
健 康 診 査

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

若
年
層
健
康
診
査
・
肺
が
ん
検
診 

�
９
月　

日
豺
／
原
デ
ン
タ
ル

１９

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
中
央
３
―　

―
８５４

１
）
�　

―　

―
０
５
５
４

０４２

５６４

�
９
月　

日
貅
／
い
ち
ょ
う
通

２２

り
歯
科
（
南
街
３
―　

―
９
）

３７

�　

―　

―
２
１
２
１

０４２

５９０

受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
４
時
／
持
ち
物　

保
険
証

（
乳
幼
児
医
療
証
等
を
お
持
ち

の
方
は
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
）
／
受
診
前
に
歯
科
医
療
機

関
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
歯
科
医
療
機
関
に
よ
る
輪

番
制
の
た
め
、
毎
回
場
所
が
異

な
り
ま
す
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

9
月
の
祝
日
等
 

　
　
歯
科
応
急
診
療

東
大
和
市
中
央
3
　
　
　
1

※
○
○
○
○
申
込
み
〔
希
望
す
 

　
る
健
診
（
検
診
）
名
を
記
入
〕

918

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行
 

2 0 7 0 0 １
 
５
 

1. 申込者の住所 
2. 氏名（ふりがな） 
3. 生年月日・年齢・性別 
4. 検診日時（肺がんのみ） 
　①10月17日（月）午前 
　②10月17日（月）午後 
　③10月18日（火）午前 
　 ④10月18日（火）午後 
※上記から第1～第3希望日を 
　選び記入してください。 
 

（はがきウラ） 

－
 

－
 

52円分 
の 
切手 

いちょう通り歯科 

富士
見通
り 

桜街道駅 

桜街道 

い
ち
ょ
う
通
り 

中
央
通
り 

第二 
小学校 

中央 
図書館 

中央 
公民館 

東大和市役所 

銀行 

新青梅街道 

東大和市駅 

保健 
センター 

市役所通り 

原デンタルクリニック 

����������������������������

�������������������������������������������������������������������������

休日急患診療所 日曜日と祝日の急患診療を行います／内科・小児科／午前 10時～ 11時 45分、午後 1時～ 3時 45分／休日急患診療所（立野 1 -1034-2）
� 042-564-8181／保険証をお持ちください。なお、障 受給者証、乳 医療証、子 医療証等をお持ちの方は一緒にお持ちください。
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■
幼
児
の
む
し
歯
予
防
教
室

　

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
／
９
月　

日
貉

２８

午
前　

時
〜　

時
／
場
所　

市

１０

１１

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申

２４

込
順
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は

　

月
の
教
室
に
な
り
ま
す
。
日

１１程
は　

月
発
行
の
市
報
を
ご
覧

１１

く
だ
さ
い
）／
歯
と
食
生
活
・
上

手
な
歯
の
磨
き
方
・
生
活
リ
ズ

ム
の
話
／
歯
科
衛
生
士
、
栄
養

士
、
保
育
士
／
母
子
健
康
手
帳

■
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

　

９
月　

日
貅
午
前　

時
〜
正

１５

１０

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

熱
中
症
は
、
気
温
が
高
く
な

く
て
も
、
蒸
し
暑
い
時
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。
水
分
補
給
や

服
装
の
工
夫
、
風
通
し
の
よ
い

環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。　

　

特
に
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
、

体
調
不
良
の
方
は
注
意
が
必
要

で
す
。
無
理
は
せ
ず
、
不
調
を

感
じ
た
ら
十
分
な
休
憩
を
と
り
、

体
温
が
高
か
っ
た
ら
体
を
冷
や

す
な
ど
、
体
調
の
変
化
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。　

■
商
工
会
か
ら

◎
「
創
業
支
援
等
の
た
め
の
市

内
貸
店
舗
情
報
発
信
」
を
開
始

し
ま
し
た

　

商
工
会
は
、
市
と
連
携
し
て

創
業
希
望
者
の
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
市
内
に
お
け

２７

る
空
き
店
舗
の
情
報
収
集
を
実

施
し
た
結
果
等
を
踏
ま
え
て
、

こ
の
度
、
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
市
内
貸
店
舗
の
情
報

発
信
を
開
始
し
ま
し
た
。　

　

地
域
の
特
徴
や
物
件
に
適
し

た
業
種
等
、
商
工
会
だ
か
ら
こ

そ
知
っ
て
い
る
情
報
を
お
伝
え

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
東
大

和
市
で
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
検
討
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
個
別
金
融
相
談
会

　

商
工
会
で
は
、
事
業
資
金
に

関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
方

／
毎
月
第
１
木
曜
日
（
８
月
と

１
月
は
除
く
。
５
月
と　

月
は

１１

第
２
木
曜
日
）
午
後
２
時
〜
４

時
／
場
所　

商
工
会
館
／
無
料

／
相
談
員　

日
本
政
策
金
融
公

庫
立
川
支
店
の
担
当
職
員
／
事

前
申
込
制
（
開
催
日
の
前
々
日

ま
で
に
商
工
会
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

商
工
会
�　

―　

―
１
１
３
１

０４２

５６２

へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

　

当
会
主
催
の
手
話
講
習
会
上

級
修
了
者
等
を
対
象
に
、
手
話

通
訳
者
の
養
成
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、

３
月
に
行
わ
れ
る
手
話
通
訳
者

登
録
認
定
審
査
を
受
験
す
る
場

合
、
過
去
に
受
験
し
た
こ
と
が

な
い
方
は
、
こ
の
講
座
の
受
講

修
了
が
必
須
要
件
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
話
講
習
会
（
上
級
）
を
修
了

し
、
今
年
度
の
東
大
和
市
手
話

通
訳
者
登
録
認
定
審
査
を
受
験

す
る
方
で
、
か
つ
合
格
後
に
手

話
通
訳
活
動
が
可
能
な
方
／　
１０

月
７
日
〜
平
成　

年
３
月
３
日

２９

の
毎
週
金
曜
日
（
全　

回
。
祝

２０

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）
い
ず

れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
／
場
所

社
会
福
祉
協
議
会
他
／
修
了
要

件　

講
座
に
４
分
の
３ （　

回
）

１５

以
上
出
席
し
た
方
／
費
用　

一
、

〇
八
〇
円
（
資
料
代
等
。
講
座

初
日
に
集
金
）
／
申
込
み　

９

月　

日
貊
ま
で
に
社
会
福
祉
協

２３
議
会
�　

―　

―
０
０
１
２
へ
。

０４２

５６４

◎
ふ
く
し
法
律
相
談

　

高
齢
者
や
障
害
者
等
で
判
断

能
力
の
不
十
分
な
方
の
権
利
擁

護
相
談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
際
し
て
の
苦
情
、
生
活
上
で

法
律
的
な
解
決
が
必
要
な
こ
と

等
、
専
門
的
判
断
を
必
要
と
す

る
相
談
に
弁
護
士
が
無
料
で
お

答
え
し
ま
す
。

　

９
月　

日
貅
午
後
１
時　

分

２９

３０

〜
４
時　

分
（
１
件　

分
）
／

１５

４５

申
込
制
（
事
前
に
相
談
の
概
況

を
伺
い
ま
す
）
／
申
込
み　

社

会
福
祉
協
議
会
あ
ん
し
ん
東
大

和
�　

―　

―
０
０
１
８
へ
。

０４２

５９０

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、 除
草
・
清
掃
、 
植
木
せ
ん
定
、

☆ むこうはら児童館　�042-563-1858 ☆
□おもちゃの広場／乳幼児／９月９日午前１０時３０
分～１１時３０分
□０歳ママのおしゃべりタイム（手形足形をとろ
う）／乳児／９月１３日午前１１時～１１時３０分
□ミニ運動会／小学生／９月１５日午後４時～４時
４５分
□料理教室（ギョーザの皮で！アップルパイ）／
小学生／９月２４日午後１時３０分～３時／１５人／５０
円／エプロン、三角巾、タオル
□あそびの日（フルーツバスケット）／小学生／
９月２９日午後４時～４時３０分
☆ きよはら児童館　�042-565-6021 ☆
□こぐまちゃんのおへや（ちびっこプール）／乳幼
児（お座りができる子）／９月６日午前１０時３０分～
１１時３０分 ／ 水着または水遊び用おむつ、帽子、タオル
□こぐまちゃんこうえん（大型遊具等で自由遊び）
／乳幼児／９月１３日午前１０時３０分～１１時３０分
□スポーツ大会（障害物競走）／小学生／９月１４日
午後３時～４時３０分／１年生は午後３時から、
２・３年生は午後３時３０分から、４～６年生は午
後４時から。
□えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学生以上
／９月２０日午後３時～３時３０分
□工作教室（きよはらフェスタの飾り作り）／小
学生以上／９月２８日午後２時～４時３０分
☆ ならはし児童館　�042-562-3600 ☆
□あつまれ赤ちゃん（ベビーマッサージ）／１０か月
前後の乳幼児／９月８日午前１０時１５分～１１時１５分
／バスタオル
□工作教室（毛糸の帽子ストラップ）／小学２年
生以上／９月２１日午後３時３０分～４時３０分／１５人
／１０円／申込みは９月７日まで。
□ちびっこ広場（消防士さんによる応急処置）／
乳幼児／９月２９日午前１０時２０分～１１時５０分
□児童館まつりのスタッフを募集します／１０月２２
日の児童館まつりをお手伝いしてくれる小学４年
生以上／１８人／申込みは９月９日まで。
☆ なんがい児童館　�042-567-2441 ☆
□こまめちゃん（水遊び）／乳幼児／９月７日午
前１０時３０分～１１時１５分／水着または水遊び用おむ
つ、帽子、タオル、水筒／ 雨天時は室内遊び
□科学を楽しもう（ソーラーカー）／小学生／９
月１０日午後１時３０分～３時３０分／１８人／申込受付
は９月２日から。
□こつぶちゃん（０歳児お母さんたちの交流の場）
／１歳未満／９月１５日午前１０時３０分～１１時３０分
□なんじどゲームセンター／小学生／９月１５日・
１６日午後１時３０分～４時５０分
□きらりんゲームランド（手作りゲームを親子で
楽しみます）／幼児／ ９月１６日午前１０時～正午
□ちびっこあそべるday ／乳幼児／ ９ 月２１日午前
１０時～正午　　
☆ さくらがおか児童館 �042-567-2237 ☆
□さくらまつり／９月１０日午後１時３０分～３時３０
分／ゲーム、模擬店など／チケットは前売りのた
め、当日の販売はありません。
□あそんDEパーク ／乳幼児／ ９ 月２１日午前１０ 時
３０分～１１時３０分
□ぴよぴよらんど／生後３～１２か月の乳児／９月
２７日午前１０時３０分～１１時３０分　
□料理教室（白玉クリームあんみつ） ／小学生以上
／９月２８日午後３時１５分～４時 ３０分／２４人／１００
円／エプロン、三角巾、手拭きタオル、水筒／申
込受付は９月１４日午後３時３０分から。本人または
家族が参加費を持って、児童館でお申し込みくだ
さい。定員を超えた場合、４時１５分に抽選を行い
ます。
☆ かみきただい児童館 �042-567-2884 ☆
□すくすくクラブ（親子で読もう楽しい絵本）／５
歳までの乳幼児／ ９月９日午前１０時３０分～１１時３０分
□チャレンジ大会（ストラックアウト）／小学生
以上／９月１４日午後３時３０分～４時３０分／１６人／
申込受付は９月２日から。
□ちびっこワールド（ミニ運動会）／５歳までの
乳幼児／９月１６日午前１０時３０分～１１時１５分
□ベビママ／生後２か月～１歳の乳幼児／９月２８
日午前１０時３０分～１１時３０分
□手芸教室（プルタブとフエルトでワニのストラ
ップ作り）／小学生／９月２８日午後３時３０分～４
時３０分／１５人／２０円／申込受付は９月２日から。
※定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
定員になり次第締め切り）。受付時間は月～土
曜日の午前１０時～午後６時（祝日は除く）。
※乳児・幼児は保護者の付き添いが必要です。

ご
家
庭
の
清
掃
・
食
事
作
り
、

自
転
車
整
理
、
施
設
管
理
な
ど

や
労
働
者
派
遣
で
働
く
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上

６０

の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

業
を
理
解
し
、
賛
同
す
る
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
入
会
説
明

会（
事
前
申
込
制
）に
参
加
し
、

会
員
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

◎ 
医
療
事
務（
休
日
急
患
診
療
）

▽
応
募
要
件　

医
療
事
務
の
資

格
・
経
験
の
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

▽
勤
務
時
間　

休
日
急
患
診
療

所
診
療
日
の
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
（
月
１
〜
３
回
）、レ

セ
プ
ト
作
成
（
平
日
、
月
１
回

程
度
）

▽
勤
務
内
容　

休
日
急
患
診
療

所
で
の
受
付
及
び
医
療
事
務
等

※
手
書
き
レ
セ
プ
ト
作
成
有
り
。

▽
時
給　

日
曜
日
・
祝
日

：

一
、

二
四
〇
円
、
連
休

：

一
、
八
三

〇
円
、
年
末
年
始

：

二
、
一
二

〇
円
、
平
日
（
レ
セ
プ
ト
整
理

等
）

：

一
、
二
四
〇
円

※
交
通
費
の
支
給
無
し
。

◎
看
護
師
（
休
日
急
患
診
療
）

▽
応
募
要
件　

看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

▽
勤
務
時
間　

休
日
急
患
診
療

所
診
療
日
の
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
（
月
１
〜
３
回
程
度
）

▽
勤
務
内
容　

休
日
急
患
診
療

所
で
の
看
護
業
務

▽
時
給　

日
曜
日 
・
祝
日 

：

二
、

一
〇
〇
円
、
連
休

：

二
、
八
一

〇
円
、
年
末
年
始

：

三
、
二
九

〇
円

※
交
通
費
の
支
給
無
し
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５

０４２

５６５

２
１
１
ま
で
。

医
療
事
務
・
看
護
師
の
 

　
 臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
 

□
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
テ
ニ

ス
連
盟
）／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
ペ
ア
／

　

月　

日
豸
午
前
８
時　

分
〜

１０

２３

２０

午
後
６
時
（
予
備
日　

月　

日

１１

１３

豸
）
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
テ

ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／
■費
 

１
ペ
ア
二

千
円
、
大
人
と
中
高
生
ペ
ア
千

五
百
円
、
中
高
生
ペ
ア
千
円
／

■申
 

９
月　

日
ま
で
に
東
大
和
市

３０

ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
の
台

帳
に
記
入（
申
込
順
）／
■問
 

連
盟

メ
ー
ル hyt@

hytennis.org

□
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
（
テ
ニ
ス

連
盟
）
／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
ペ
ア

〔
初
心
者
、
初
・
中
級
者
、
壮

年
（
平
成　

年　

月　

日
現
在

２７

１２

３１

満　

歳
以
上
の
方
） 。 
過
去
５
年

５０
以
内
の
優
勝
ペ
ア
は
対
象
外
〕

／　

月　

日
豸
午
前
８
時　

分

１０

１６

２０

〜
午
後
６
時
（
予
備
日　

月
３

１１

日
�
）
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド

テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／
■費
 

１
ペ
ア

二
千
円
、
大
人
と
中
高
生
ペ
ア

千
五
百
円
、
中
高
生
ペ
ア
千
円

／
■申
 

９
月　

日
ま
で
に
東
大
和

３０

市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
の

台
帳
に
記
入
（
申
込
順
）
／
■問
 

連
盟
メ
ー
ル h

y
t@
h
y
ten
n
is.

org□
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
テ
ニ
ス

連
盟
）／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
／　

月　

日

１０

１６

豸
午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
予

１１

備
日　

月
３
日
�
）
／
■場
東
大

１１

和
市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア

／
■費
 

千
五
百
円
、
中
高
生
千
円

／
■申
 

９
月　

日
ま
で
に
東
大
和

３０

市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
の

台
帳
に
記
入（
申
込
順
）／
■問
 

連

盟
メ
ー
ル hyt@

hytennis.org

□
第　

回
東
大
和
民
商
こ
い
こ

１７

い
ま
つ
り
（
同
実
行
委
員
会
）

／　

月
２
日
豸
午
前　

時
〜
午

１０

１０

後
３
時
／
■場
市
役
所
敷
地
内
／

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募

集
〔
申
込
順
（
定
員
に
な
り
次

第
終
了
）。
■費
 

千
円
〕／
■問
 

同
実

行
委
員
会　

―　

―
６
４
６
４

０４２

５６３

　
□
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
／
９
月
５
日
豺
〜

９
日
貊
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

７
時
、
９
月　

日
貍
・　

日
豸

１０

１１

午
前　

時
〜
午
後
５
時
／
「
あ

１０

ん
し
ん
相
談
」
電
話
番
号

：

０

５
７
０
―　

―　

／
人
権
擁
護

００３

１１０

委
員
、
東
京
法
務
局
職
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
／
開
設
場

所

：

東
京
法
務
局
人
権
擁
護

部
・
八
王
子
支
局
・
府
中
支
局
・

西
多
摩
支
局
／
■問
 

東
京
法
務
局

人
権
擁
護
部　

―
５
２
１
３
―

０３

１
２
３
４

救急受診ガイド 病院？救急車？迷ったら、東京消防庁救急相談センター�♯ 7119へ / 休日や夜間の急な病気の時に、診察を行っている医療機関をテレホン
サービスでご案内します。東京都医療機関案内サービスひまわり� 03-5272-0303、ファクス 03-5285-8080（聴覚障害者専用）へ
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立
春
か
ら
数
え
て　

日
目
。

２１０

だ
い
た
い
９
月
１
日
に
あ
た
る

こ
の
日
を
「
二
百
十
日
」
と
い

い
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
台
風
あ
る
い
は
風

の
強
い
日
が
多
い
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
宮
沢
賢
治
『
風
の

又
三
郎
』
で
も
、
子
ど
も
た
ち

は
、又
三
郎
（
風
の
神
の
子
？
）

は「
二
百
十
日
で
来
た
の
だ
な
」

と
考
え
ま
す
。

　

今
で
は
天
気
予
報
で
、
台
風

が
い
つ
ご
ろ
来
る
か
予
測
が
つ

き
ま
す
。
で
も
、
昔
は
こ
う
し

た
経
験
に
よ
る
予
報
で
注
意
を

う
な
が
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

二
百
十
日
か
ら
二
百
二
十
日

ま
で
に
吹
く
強
い
風
が「 
野
分 
」。

の
わ
き

野
の
草
を
分
け
て
吹
き
す
さ
び

ま
す
。風
の
季
節
の
到
来
で
す
。

二百十日

お問合せ　郷土博物館
� ０４２- ５６７- ４８００

〈野分の翌朝（ユウガギク）〉

あ な た の ま ち か ら
まちの話題をお寄せください。
問合せ　秘書広報課・内線1412まで。

　８月６日・７日の２日間、二中でスクールア
ートプロジェクト「ムサビる！」が開催されま
した。武蔵野美術大学の学生・教職員の作品が
校舎内に展示され、二中があたかも美術館のよ
うに…。注目を集めていたのが、中学生と美大
生が共同で製作した作品。縦２.５メートル横５
メートルの紙に世界旅行をイメージした絵が描
かれ、来場者はその大きさに驚いていました。
※「ムサビる！」は五中でも同時開催されました。

�二中が美術館に変身？！
　「ムサビる！」が開催されました

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
生
長
す
る
と
、
可
憐
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
花
を
咲
か
せ
る

た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
コ
ツ

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
い
つ
し

か
花
が
咲
く
日
を
心
待
ち
に
し
、

大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

福
祉
祭
に
お
い
て
、
何
気
な

い
話
の
中
か
ら
購
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の

光
景
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、「
市
民
の
皆

様
と
の
対
話
」
は
、
市
政
を

進
め
る
た
め
の
財
産
と
な
る

「
金
の
な
る
木
」
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
対
話
を
重
ね

る
こ
と
で
、
互
い
の
理
解
を

深
め
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
と
の
対
話
を
、
思

い
出
と
と
も
に
大
切
に
し
、

課
題
の
解
決
に
向
け
、
真
摯

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

自
宅
の
鉢
植
え
を
見
る
と
、

３
年
ほ
ど
前
、
福
祉
祭
の
会

場
で
購
入
し
た
「 
花
月 
」
と

か

げ

つ

い
う
名
の
植
物
が
大
き
く
育

っ
て
い
ま
す
。そ
の
植
物
は
、

一
般
的
に「
金
の
な
る
木
」
と

呼
ば
れ
、
葉
が
「
硬
貨
」
に
似

て
い
る
こ
と
が
名
前
の
由
来

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
植
物
は
、
年
数
を
経
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市
長
コ
ラ
ム
 

〜
大
き
く
育
っ
た
「
花
月
」
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

東
大
和
市
長
　
尾
崎
保
夫

か
げ
つ
 

４日　総合防災訓練

　　　（市立第一中学

校）

６日　梨の品評会と即

売会（中央公民

館ピロティ）

２５日　ふれあい市民運

動会（東大和市

ロンド上仲原野

球場、東大和市

ロンドテニスス

クエア）

今 月 の 相 談

△

法律相談／毎週金曜日、午前９時～正午△

人権身の上悩みごと相談／１５日 （木）、午前９時３０
分～正午△

税務相談／１５日 （木）、午後１時～４時△

登記相談／１５日 （木）、午後１時～４時△

行政苦情相談／２１日 （水）、午前９時３０分～正午△

交通事故相談／２１日 （水）、午後１時３０分～４時△

不動産取引相談／８日 （木）、午前９時～正午△

行政手続相談／８日 （木）、午後１時～４時
※以上予約制／秘書広報課・内線１４１３まで。△

市民相談／月～金曜日、午前８時３０分～午後５
時／秘書広報課・内線１４１３△

多重債務相談／１４日 （水）、午後１時～４時（９日
（金）までに要予約）／消費生活センター（市民生活
課）・内線１７１３△

消費生活相談／毎週月・火・水・金曜日、午前１０
時～午後４時（予約優先）／市民生活課・内線１７１３△

男女共同参画相談／月～金曜日、午前９時～午後
５時（予約制）／市民生活課・内線１７１５△

子育て総合相談／月～土曜日、午前９時～午後
５時／子ども家庭支援センター�０４２－５６５－３６５１△

少年の非行等相談（専門）／２９日 （木）、午後１時～
３時（予約制）／ 子ども家庭支援セ ン タ ー�０４２－５６５
 － ３６５１△

ひとり親・女性相談／月～金曜日、午前９時～
午後４時（予約制）／子育て支援課・内線１７６４△

福祉なんでも相談／月～金曜日、午前９時～午
後５時／社会福祉協議会�０４２－５64－0012△

教育相談／月～金曜日、午前１０時～午後５時／
さわやか教育相談室�０４２－５６２－７９１１△

職業相談／月～金曜日、午前９時～午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線１１９４△

高齢者相談、高齢者虐待・養護者支援相談／月
～土曜日、午前９時～午後５時、電話相談はいつ
でも可／高齢者ほっと支援センターいもくぼ�
０４２－５６３－８７７７・きよはら�０４２－５９０－１１３８・な
んがい�０４２－５６６－８１３３△

障害者（身体・知的）相談／毎週水曜日午前９時～
正午（予約制）／社会福祉協議会�０４２－５６４－００１２
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

　８月にポーランドで開催されたWFDF２０１６
世界ジュニアアルティメット選手権大会に、市
内在住の築山礁太さんと野澤友哉さんがU２０
（１９歳以下）日本代表として出場しました。ア
ルティメットとは、フライングディスクをパス
でつなぎ、得点を競うスポーツです。ダイビン
グキャッチ、ロングスローなどのダイナミック
なプレーが見どころです。この大会には２９の
国と地域が参加し、アルティメットの今後を担
う世代が世界一を目指しました。
●築山礁太さん「日本の得点に貢献するアシス
トができてすごくうれしかった。代表に選ばれ
た時は、お世話になった人たちへの感謝の気持
ちでいっぱいでした。この経験をもとに、もっ
と上手くなりたいです」
●野澤友哉さん「世界大会では、様々な国の人
とプレーができ、よい経験になりました。結果
を出さなければいけないという気持ちがあった
ので、得点を決めた時はほっとしました。今後
は、大学のチームで日本一を目指します」

�築山さんと野澤さんが U２０日本代表に
　アルティメットで世界のフィールドへ

�

有害ごみ・ スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因になります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分けて排出してください。
／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

▼ハンガリー戦でアシス
トを決めた築山さん

▲大会 1 ゴール 2 アシス
トの野澤さん

▼築山さん（写真左）と野澤さん（写真右）

写真提供：一般社団法人日本フライングディスク協会


